
令和４年度第３回教育研究評議会議事要旨 

 

 

日 時  令和４年６月１７日（金） １６時０１分～１７時３３分 

場 所  Ｗｅｂ会議 

出席者  学長，渡理事，山下理事，寺本理事，山﨑理事，樫澤人文・社会科学域

長，末岡医学域長，豊田自然科学域長，小野教育学系長，吉住芸術学系

長，野口医療系長，大島農学系長，岩本全学教育機構長，中里附属図書

館長，堀総合情報基盤センター長，甲斐評議員，田中評議員，中村評議

員，出原評議員，佐藤評議員，一色評議員 

欠席者  なし 

陪席者  佐々木監事 

 

○ 審議事項 

１．審議事項 

 

２．第４期中期目標・中期計画における意欲的な評価指標について 

   渡理事より，第４期中期目標期間において，中期計画に設定した評価指標が

意欲的であると国立大学法人評価委員会に指定された場合，当該評価指標を達

成した際に法人評価において高い評価を受けることができることから，本学が

設定した評価指標のうち意欲的と考えられる指標について，国立大学法人評価

委員会に申請するにあたり審議いただく旨，本学が申請する意欲的な評価指標

及び指定を受けることが相当と考える根拠・理由等について，説明があり，審

議の結果，了承された。 

 

３．第３期中期目標期間６年目終了時報告書（達成状況報告書及び業務実績報告

書）について  

    只木評価室長より，国立大学法人法に定める法人評価において，第３期中期

目標期間の教育研究及び業務運営等の状況について最終報告を行う旨，中期目

標の達成状況報告書（第３期中期目標期間終了時）及び第３期中期目標期間に

係る業務の実績に関する報告書の概要等について説明があり，審議の結果，了

承された。 

  

４．シドニー工科大学との大学間学術交流協定の更新について 

寺本理事より，２０２２年７月１８日をもって終了予定であるシドニー工科

大学との大学間学術交流協定について，現在も活発な学生交流が行われており，

今後も引き続き円滑に交流を行うため，２０２２年７月から５年間の協定更新

を行う旨，シドニー工科大学の概要及び本学との交流状況等について，説明が

あり，審議の結果，了承された。 

 

５．その他 

   特になし。 

 

○ 報告事項 

１．全学委員会等の審議状況報告について 

   渡理事より，令和４年度第２回拡大役員懇談会及び令和４年度第１回質保証



統括本部会議について，報告があった。 

次いで，山下理事より，令和４年度第２回学生委員会について，報告があっ

た。 

次いで，寺本理事より，令和４年度第２回総合研究戦略会議について，報告

があった。 

 

２．理工学部データサイエンスコースの設置について 

   山下理事より，デジタル人材の育成及び確保を目的に，今年度よりデータサ

イエンス教育の充実を行ってきたが，この度，応用基礎レベルから少し高度な

内容を扱うデータアナリストの養成を目的として，理工学部データサイエンス

コースの設置に向けて準備を進めてきた旨，説明があり，次いで，理工学部長

より，本学におけるデータサイエンス教育への取組，本学理工学部データサイ

エンスコースを取り巻く環境等について，説明があった。 

 

３．佐賀大学における科研費の採択件数向上等を通じた研究力の強化に向けて 

   寺本理事より，本件について，第４期中期目標期間に係る評価指標及び令和

５年度科研費獲得に向けた取組，他大学との比較内容等について，説明があり，

今後，科研費採択件数向上のために総合研究戦略会議等において，議論してい

きたい旨，また，令和５年度科研費獲得に向けた説明会を実施する旨，報告が

あった。 

   委員より，科研費の獲得については，第４期中期目標期間において重要なも

のであると考えており，教育研究評議会においても時間をとって議論をするべ

きではないかという意見があった。 

   学長より，本件については，他の会議体等で十分な議論を行った後，方向性

をもって議論したい旨の発言があった。 

 

４．令和３事業年度決算について 

   財務課長より，国立大学法人法第３５条において準用する独立行政法人通則

法第３８条第１項及び同条第２項に基づき，令和３事業年度財務諸表等につい

て作成し，文部科学大臣へ提出を行った旨，令和３事業年度決算の概要，決算

剰余金等について，報告があった。 

 

５．その他 

  特になし。 

 

○ その他 

  特になし。 

 

以上 


